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Unified Managerサーバーと外部データプロバイダ
ー間の接続を設定します

Active IQ Unified Manager と外部データプロバイダー間の接
続を設定する

Unified Managerサーバーと外部データプロバイダー間の接続により、クラスタのパフォ
ーマンスデータを外部サーバーに送信できるため、ストレージマネージャーはサードパ
ーティ製ソフトウェアを使用してパフォーマンス指標をグラフ化できます。

Unified Managerサーバーと外部データプロバイダー間の接続は、メンテナンスコンソールの「External

Data Provider」というメニューオプションから確立されます。

Active IQ Unified Manager のパフォーマンスデータを外部サ
ーバーに送信する

Unified Managerは、監視対象のすべてのクラスタからさまざまなパフォーマンス データ
を収集します。収集されたデータのうち、特定のデータ グループを外部サーバに送信す
ることができます。

グラフ化するパフォーマンス データに応じて、次のいずれかの統計グループを選択して送信できます。

統計グループ 含まれるデータ 詳細

パフォーマンス モニタ 以下のオブジェクトのパフォーマ
ンスに関する総合的な統計デー
タ。

• LUN

• ボリューム

このグループは、監視対象の全ク
ラスタ内のすべてのLUNとボリュ
ームの合計IOPS / レイテンシを提
供します。

提供する統計データが最も少ない
グループです。

リソース利用率 以下のオブジェクトのリソース利
用率の統計データ。

• ノード

• アグリゲート

このグループは、監視対象の全ク
ラスタのノードおよびアグリゲー
トの物理リソースの利用率に関す
る統計データを提供します。

また、[パフォーマンス モニタ]グ
ループで収集された統計データも
提供します。
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統計グループ 含まれるデータ 詳細

ドリルダウン 以下の全追跡対象オブジェクトの
読み取り / 書き込み、およびプロ
トコルごとの詳細な統計データ。

• ノード

• アグリゲート

• LUN

• ボリューム

• ディスク

• LIF

• ポート / NIC

このグループは、監視対象の全ク
ラスタで追跡される7つのオブジェ
クト タイプのすべてについて、読
み取り / 書き込みおよびプロトコ
ルごとの内訳データを提供しま
す。

また、[パフォーマンス モニタ]グ
ループと[リソース利用率]グループ
で収集された統計データも提供し
ます。

提供する統計データが最も多いグ
ループです。

ストレージシステム上でクラスターまたはクラスターオブジェクトの名前が変更された場合、
古いオブジェクトと新しいオブジェクトの両方に、外部サーバー上のパフォーマンスデータ

（「metric_path」と呼ばれる）が含まれます。この2つのオブジェクトは、同一のオブジェ

クトとして関連付けられていません。例えば、ボリューム名を「volume1_acct」か

ら「acct_vol1」に変更すると、古いボリュームの古いパフォーマンスデータと、新しいボリ
ュームの新しいパフォーマンスデータが表示されます。

外部データ プロバイダに送信可能なすべてのパフォーマンス カウンタの一覧については、ナレッジ ベースの
記事30096を参照してください。

"What are the ActiveIQ Unified Manager performance counters that can be exported to an External Data

Provider?"

Active IQ Unified Manager からパフォーマンスデータを受信
するように Graphite を設定する

Graphiteは、コンピュータ システムからパフォーマンス データを収集してグラフ化する
オープン ソフトウェア ツールです。Unified Managerから統計データを受信するに
は、Graphiteサーバとソフトウェアを適切に設定する必要があります。

NetAppが、特定のバージョンのGraphiteまたはその他の他社製ツールをテストまたは検証することはありま
せん。

GraphiteサーバはUnified Managerからボリュームのパフォーマンス データを受信しません。

インストール手順に従ってGraphiteをインストールしたら、Unified Managerから統計データを受信できるよ
うにするために、次の変更を加える必要があります。

• /opt/graphite/conf/carbon.conf`ファイルでは、Graphiteサーバー上で1分間に作成できるファ

イルの最大数を_200_(MAX_CREATES_PER_MINUTE = 200`）に設定する必要があります。

構成内のクラスタ数や送信することを選択した統計オブジェクトによっては、最初に何千もの新しいファ
イルの作成が必要になる場合があります。そのため、1分あたりの作成ファイル数が200の設定でも、最初
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の指標ファイルをすべて作成するのに15分以上かかることがあります。指標ファイルがすべて作成されれ
ば、このパラメータは以降関係ありません。

• IPv6 アドレスを使用してデプロイされたサーバーで Graphite を実行している場合、

/opt/graphite/conf/carbon.conf`ファイルの LINE_RECEIVER_INTERFACE の値

を「`0.0.0.0」から「::」に変更する必要があります。(LINE_RECEIVER_INTERFACE = ::）

• `/opt/graphite/conf/storage-schemas.conf`ファイルでは、 `retentions`パラメータを使用して、頻度を5分
に設定し、保持期間をお客様の環境に適した日数に設定する必要があります。

保持期間は環境が許す限り長く設定できますが、少なくとも1つの保持設定では、頻度値を5分に設定する

必要があります。次の例では、 pattern`パラメータを使用してUnified Manager 用のセクションが

定義されており、値によって初期頻度が5分、保持期間が100日に設定されます。 `[OPM]

pattern = ^netapp-performance\..

retentions = 5m:100d

デフォルトのベンダータグが「netapp-performance」から別のものに変更された場合、
その変更は `pattern`パラメータにも反映する必要があります。

Unified Managerサーバがパフォーマンス データを送信する際にGraphiteサーバが使用できない
とデータは送信されず、その間のデータは収集されません。

Active IQ Unified Manager と外部データプロバイダー間の接
続を設定する

Unified Managerから外部サーバにクラスタのパフォーマンス データを送信できます。送
信する統計データの種類およびデータの送信頻度を指定できます。

開始する前に

• Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールへのログインが許可されているユーザIDが必要です。

• 外部データ プロバイダに関する次の情報を用意しておく必要があります。

◦ サーバの名前またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）

◦ サーバのデフォルト ポート（デフォルトポート2003を使用していない場合）

• Unified Managerサーバから統計データを受信できるようにリモート サーバと他社製ソフトウェアを設定
しておく必要があります。

• 送信する統計データ グループを確定しておく必要があります。

◦ PERFORMANCE_INDICATOR：パフォーマンスモニターの統計情報

◦ RESOURCE_UTILIZATION：リソース利用状況とパフォーマンスモニターの統計情報

◦ ドリルダウン：すべての統計情報

• 統計情報を送信する時間間隔（5分、10分、または15分）を把握しておく必要があります。

デフォルトでは、Unified Managerは5分間隔で統計データを収集します。送信間隔を10分（または15分）
に設定すると、1回に送信されるデータ量が、デフォルトの送信間隔（5分）で送信する場合の2倍（また
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は3倍）になります。

Unified Managerのパフォーマンス収集間隔を10分または15分に変更した場合は、送信間隔
もUnified Managerの収集間隔以上に変更する必要があります。

1台のUnified Managerサーバと1台の外部データ プロバイダ サーバ間の接続を設定できます。

手順

1. Unified Managerサーバのメンテナンス コンソールに、メンテナンス ユーザとしてログインします。

Unified Managerメンテナンス コンソールのプロンプトが表示されます。

2. メンテナンスコンソールで、「外部データプロバイダ」メニューオプションの番号を入力します。

[External Server Connection]メニューが表示されます。

3. 「サーバー接続の追加/変更」メニューオプションの番号を入力してください。

現在のサーバ接続情報が表示されます。

4. プロンプトが表示されたら、 `y`と入力して続行します。

5. プロンプトが表示されたら、接続先のサーバのIPアドレスまたは名前、サーバのポート情報を入力します
（デフォルト ポート2003と異なる場合）。

6. プロンプトが表示されたら、入力した情報が正しいことを確認するために `y`と入力します。

7. いずれかのキーを押して[External Server Connection]メニューに戻ります。

8. 「サーバー構成の変更」メニューオプションの番号を入力してください。

現在のサーバ設定情報が表示されます。

9. プロンプトが表示されたら、 `y`と入力して続行します。

10. プロンプトが表示されたら、送信する統計データの種類、統計データの送信間隔を入力し、統計データの
送信を今すぐに有効にするかどうかを指定します。

のために… 入力する内容

Statistics group ID 0 - PERFORMANCE_INDICATOR （デフォルト）

1 - RESOURCE_UTILIZATION

2 - ドリルダウン
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のために… 入力する内容

Vendor tag 外部サーバー上に統計情報が保存されるフォルダの

分かりやすい名前。「netapp-performance」は
デフォルト名ですが、別の値を入力することもでき
ます。

ドット表記を用いることで、階層的なフォルダ構造
を定義できます。例えば、
`stats.performance.netapp`と入力すると、統計情
報は stats > performance > netapp に配置されま
す。

Transmit interval 5（デフォルト）、 10、または `15`分

Enable/disable 0 - 無効にする

1 - 有効にする（デフォルト）

11. プロンプトが表示されたら、入力した情報が正しいことを確認するために `y`と入力します。

12. いずれかのキーを押して[External Server Connection]メニューに戻ります。

13. メンテナンスコンソールを終了するには、 `x`と入力します。

接続設定が完了すると、選択したパフォーマンス データが指定したサーバに指定した送信間隔で送信されま
す。送信された指標が外部ツールに表示されるまでに数分かかります。新しい指標を表示するには、ブラウザ
の表示の更新が必要になる場合があります。
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